



































































































を提供するケースも全体の 2 割を占める。 ただ、ボランティア・スタッフ（無
償、あるいは実費のみ支給）が教育プログラムを提供している割合も、全体の














































































　この 15 館の内、19 世紀の有産市民たちが自分たちのコレクションを一般公
開したことに由来する西洋のミュージアムの典型的な起源を持つものは民間財
団型の 3 館と、終戦直後に市が有産市民のコレクションを引き受け 1980 年代
に入って建物を増改築した 2 館のみである。残り 8 館と有限責任会社型の展示






























































































































































マ ギ ス ト ラ ー ト
庁舎行政機関におい
て、市長と各部局長とは原則的に同格であり（Müller, Karlheins, 1981, 















































































ンクフルトではミュージアム 1 館につき最低 1 名の教育員が配置されることと















































ミュージアムやギャラリーが、夜 19 時から翌 2 時まで開放される。住民が中
心部から離れた場所も訪れやすいように、この夜にはシャトルバスと（マイン
河を渡るための）船が運行する。フランクフルトは隣接するオッフェンバッハ
と共同開催しており、約 1,500 円の参加費には、48 のミュージアム、15 のギャ
ラリーへの入場料とバス、船の運賃が含まれる（2012）。ドイツにおける
「ミュージアムの夜」は 1997 年にベルリンで始まり、多くの来場者を集め、現
在では 120 を越える自治体が導入している14）。フランクフルトでは 1999 年に始




























































まちの広告キャンペーンに世界中から 2 日間で 300 万人もの動員を可能にする
肯定的に評価されている（SSV, 2004, 25-36）。
18） 2012 年 2 月にはシュテーデル財団のミュージアムが 52 億の改築費用の内、住民か
らのこうした小口寄付のみで約 5 億円を集めている （Engeser, 2012）。
19） このフェスティヴァルは〈ミュージアムの河畔〉というユニークな都市景観をア
ピールするためにフランクフルト国際観光会議社と観光課が主催する「市の広告
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